
(57)【要約】

【課題】

　内蔵された発振回路の発する電波が周囲に漏れ出る不

要輻射を大幅に低減させるチューナーのアース構造を備

えたテレビ受信装置を提供する。

【解決手段】

　発振回路１を内蔵したチューナー２を基板４に固定し

、チューナー２の基板４に面した導電部の足１４と基板

４の導電部とをアースさせた第１アース５と、基板４に

面していないチューナー２の導電部と基板４以外の導電

部とをリード線６を介した配線によってアースさせてな

る第２アース７とを備え、前記したリード線６のチュー

ナー２側を発振回路１の近傍に接続したことを特徴とす

る。チューナー２とリード線６の接続は、両方に互いに

着脱可能な接続端子８を有するものでもよい。また、リ

ード線６の端にコ字状の接続具を有してチューナーパッ

ク１０を挟止してもよい。また、リード線６の端にワッ

シャー１１を有してＲＦ端子にナット１３締めしてもよ

い。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
発 振 回 路 を 内 蔵 し た チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 に お い て 、 チ ュ ー ナ ー と 基 板 を 固 定 し チ ュ ー
ナ ー の 基 板 に 面 し た 導 電 部 と 基 板 に 配 さ れ た 導 電 部 と を 直 接 ア ー ス さ せ て な る 第 １ ア ー ス
と 、 基 板 に 面 し て い な い チ ュ ー ナ ー の 導 電 部 と チ ュ ー ナ ー の 導 電 部 以 外 の 導 電 部 と を リ ー
ド 線 を 介 し た 配 線 に よ っ て ア ー ス さ せ て な る 第 ２ ア ー ス と を 備 え 、 前 記 リ ー ド 線 の チ ュ ー
ナ ー 側 を 局 部 発 振 回 路 の 近 傍 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 を 備 え
た テ レ ビ 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 し た 第 ２ ア ー ス の チ ュ ー ナ ー 側 と リ ー ド 線 の 端 部 の 両 方 に 互 い に 着 脱 可 能 で あ る 導
電 性 接 続 端 子 を 有 し 、 該 接 続 端 子 を 用 い て チ ュ ー ナ ー と リ ー ド 線 と を 接 続 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 を 備 え た テ レ ビ 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 し た 第 ２ ア ー ス の リ ー ド 線 の 端 部 に コ 字 状 の 導 電 性 接 続 具 を 有 し 、 該 接 続 具 の 対 向
し た 内 側 の 面 で 導 電 性 を 有 し た チ ュ ー ナ ー パ ッ ク を 挟 止 し て チ ュ ー ナ ー と リ ー ド 線 と を 接
続 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 を 備 え た テ レ ビ 受 信 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 し た 第 ２ ア ー ス の リ ー ド 線 の 端 部 に 導 電 性 ワ ッ シ ャ ー を 有 し 、 該 ワ ッ シ ャ ー を チ ュ
ー ナ ー の Ｒ Ｆ 端 子 に 通 し て ナ ッ ト で 固 定 し チ ュ ー ナ ー と リ ー ド 線 と を 接 続 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 を 備 え た テ レ ビ 受 信 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 発 振 回 路 が 内 蔵 さ れ た チ ュ － ナ ー の 不 要 輻 射 を 低 減 さ せ る こ と を 目 的 と し た
チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 を 備 え た テ レ ビ 受 信 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 局 部 発 振 回 路 が 内 蔵 さ れ た チ ュ － ナ ー と は 、 た と え ば 、 特 許 文 献 １ の 図 １ に 示 さ れ た よ
う な 構 造 を し て い る 。 こ の 図 の チ ュ ー ナ ー は 入 力 端 子 や 基 板 上 の 回 路 に 及 ぼ す 影 響 を 配 慮
し て 後 寄 り 上 方 に 局 部 発 振 回 路 が 配 置 さ れ て い る が 、 前 寄 り や 下 方 に 局 部 発 振 回 路 が 配 置
さ れ た チ ュ ー ナ ー も あ る 。 チ ュ ー ナ ー の 内 部 で は 受 信 し た 電 波 に 局 部 発 振 回 路 で 発 生 さ せ
た 電 波 を ぶ つ け て 周 波 数 を 変 換 さ せ る 処 理 を 行 っ て い る 。 変 換 後 の 周 波 数 で あ る 中 間 周 波
数 （ Ｉ Ｆ 周 波 数 ） は Ｆ Ｍ ラ ジ オ で は １ ０ ． ７ Ｍ Ｈ ｚ 、 Ａ Ｍ ラ ジ オ で は 約 ４ ５ ０ Ｋ Ｈ ｚ 、 テ
レ ビ は 日 本 で は ５ ８ ． ７ ５ Ｍ Ｈ ｚ 、 ア メ リ カ で は ４ ５ ． ７ ５ Ｍ Ｈ ｚ 、 ド イ ツ で は ３ ８ ． ９
Ｍ Ｈ ｚ と な っ て い る 。 こ の 時 の 電 波 が チ ュ ー ナ ー か ら 外 に 漏 れ て 周 囲 に 放 射 さ れ る と 、 様
々 な 悪 い 影 響 を 及 ぼ す 不 要 輻 射 が 発 生 す る 。 チ ュ ー ナ ー を 備 え た 電 子 装 置 は 受 信 機 と 呼 ば
れ て い る が 、 実 際 は 電 波 を 発 射 す る 送 信 機 で も あ る 。 現 在 、 不 要 輻 射 は 大 き な 社 会 問 題 と
な っ て い る 。 電 子 機 器 の 高 機 能 化 、 高 品 位 化 、 高 周 波 化 、 デ ジ タ ル 化 、 高 速 デ ジ タ ル 化 、
多 機 能 化 、 パ ー ソ ナ ル ・ 携 帯 化 、 使 用 周 波 数 の 高 域 化 に と も な い 、 電 波 環 境 が 急 速 に 悪 化
し て い る 。 不 要 輻 射 に よ る 電 波 障 害 の 事 例 と し て は 、 た と え ば 、 ロ ボ ッ ト の 増 設 ・ 点 検 中
の ア ー ク 溶 接 機 使 用 に よ る 暴 走 、 ク レ ー ン の 電 気 火 花 に よ る Ｎ Ｃ 旋 盤 の 誤 作 動 、 ノ ー ト パ
ソ コ ン の 使 用 に よ る 飛 行 機 の 計 器 類 の 誤 作 動 、 民 家 の テ レ ビ ブ ー ス タ の 異 常 発 振 に よ る 無
線 航 空 陸 上 局 へ の 妨 害 、 走 行 中 の 移 動 電 話 に よ る エ ン ジ ン 停 止 、 ト ラ ッ ク の 違 法 無 線 に よ
り 隣 の 自 動 車 の エ ン ジ ン が 高 速 回 転 を 起 こ し て 暴 走 事 故 、 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 不 要 輻 射 に 対 す る 規 制 は 各 所 で 行 わ れ て い る 。 た と え ば 、 ア メ リ カ に お い て は 、 Ｆ Ｃ Ｃ
（ 連 邦 通 信 委 員 会 ） の 規 定 が あ り 、 テ レ ビ 、 ラ ジ オ 、 オ ー デ ィ オ 、 Ｖ Ｔ Ｒ な ど は 、 Ｆ Ｃ Ｃ
の パ ー ト １ ５ （ 無 線 周 波 装 置 ） の サ ブ パ ー ト Ｂ （ 非 意 図 的 放 射 機 器 ） の ク ラ ス Ｂ （ 住 宅 環
境 で の 使 用 の た め に 販 売 さ れ て い る デ ジ タ ル 機 器 ） の 中 に 含 ま れ る 。 さ ら に 周 波 数 に 応 じ
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た 不 要 輻 射 （ 放 射 雑 音 ） の 限 度 値 が 定 め ら れ て お り 、 周 波 数 ２ １ ６ Ｍ Ｈ ｚ 超 ～ ９ ６ ０ Ｍ Ｈ
ｚ 以 下 の 場 合 、 限 度 値 は ４ ６ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ 以 下 と 定 め ら れ て い る （ 図 １ １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 不 要 輻 射 を 低 減 す る た め の 従 来 の 方 法 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 チ ュ ー ナ ー ２ を 導 電 性
を 有 し た チ ュ ー ナ ー パ ッ ク １ ０ で 外 装 し 、 チ ュ ー ナ ー パ ッ ク １ ０ に 導 電 性 を 有 し た 足 １ ４
を 形 成 し 、 足 １ ４ を 基 板 ４ に 取 り 付 け 、 セ ッ ト 背 面 の シ ー ル ド 板 １ ５ の 穴 か ら Ｒ Ｆ 端 子 １
２ を 出 し て ナ ッ ト １ １ で 締 め ビ ス １ ６ と チ ュ ー ナ ー ２ 前 面 の ビ ス 穴 １ ７ で シ ー ル ド 板 １ ５
と チ ュ ー ナ ー ２ を 共 締 め す る 。 ア ー ス は 、 内 側 で 発 せ ら れ た 局 部 発 振 電 波 を チ ュ ー ナ ー パ
ッ ク １ ０ で 遮 蔽 し 、 足 １ ４ と 基 板 ４ の 導 電 部 と の 接 点 か ら ア ー ス ３ を 取 る 構 造 を し て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ６ ０ ９ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 し た 従 来 の ア ー ス 構 造 を 有 し た チ ュ ー ナ ー で は 、 不 要 輻 射 が ま だ 十 分 に は 低 減 で き
て い な い 。 発 振 電 波 の 漏 れ を さ ら に 防 ぐ 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ ２ の 左 側 の デ ー タ は 、 従 来 の チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 に お け る 不 要 輻 射 を 測 定 し た
数 値 で あ る 。 オ ー プ ン サ イ ト に お い て 供 試 機 器 と 測 定 用 の 受 信 ア ン テ ナ を 所 定 の 距 離 に 配
置 し 、 動 作 や ケ ー ブ ル の 配 置 な ど 供 試 機 器 の 状 態 で ア ン テ ナ の 高 さ や 角 度 （ 垂 直 方 向 と 水
平 方 向 ） を 調 節 し て 所 定 の 周 波 数 を ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で 測 定 し た （ 図 １ ３ 参 照 。 ）
。 ア ン テ ナ と 機 器 の 距 離 が ３ ｍ 、 ア ン テ ナ の 高 さ を ０ ～ ４ ｍ の 範 囲 で 調 節 す る な ど し て 、
一 番 ノ イ ズ の レ ベ ル が 高 く な る 受 信 す る ポ イ ン ト で 測 定 し た 。 サ ン プ ル と し て ア メ リ カ 仕
様 の テ レ ビ 受 信 装 置 を 用 い 、 ８ つ の チ ャ ン ネ ル で 不 要 輻 射 を 測 定 し た 。 １ ４ ｃ ｈ に お け る
局 部 発 振 周 波 数 （ Ｆ ｒ ｅ ｑ ． ） が ５ １ ７ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 垂 直 方 向 測 定 値 （ Ｈ ｏ ｒ ｉ ｚ ． ）
が ４ ２ ． ６ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ 、 水 平 測 定 値 （ Ｖ ｅ ｒ ｔ ． ） が ４ ０ ． ６ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ で あ っ た 。
２ ０ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ５ ５ ３ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 垂 直 方 向 測 定 値 が ４ ３ ． ２ ｄ Ｂ
μ Ｖ ／ ｍ 、 水 平 方 向 測 定 値 ４ ０ ． ７ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ で あ っ た 。 ２ ８ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周
波 数 が ６ ０ １ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 垂 直 方 向 測 定 値 が ３ ９ ． ４ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ 、 水 平 方 向 測 定 値 が
３ ９ ． ０ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ で あ っ た 。 ３ ６ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ６ ４ ９ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合
、 垂 直 方 向 測 定 値 が ４ １ ． ６ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ 、 水 平 方 向 測 定 値 が ４ ２ ． ９ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ で あ
っ た 。 ４ ４ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ６ ９ ７ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 垂 直 方 向 測 定 値 が ４ ２ ．
２ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ 、 水 平 方 向 測 定 値 が ４ ４ ． ３ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ で あ っ た 。 ５ ４ ｃ ｈ に お け る 局
部 発 振 周 波 数 が ７ ５ ７ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 垂 直 方 向 測 定 値 が ４ ２ ． ４ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ 、 水 平 方 向
測 定 値 が ４ ３ ． ３ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ で あ っ た 。 ６ １ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ７ ９ ９ Ｍ Ｈ
ｚ の 場 合 、 垂 直 方 向 測 定 値 が ４ ５ ． ７ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ 、 水 平 方 向 測 定 値 が ４ ６ ． １ ｄ Ｂ μ Ｖ
／ ｍ で あ っ た 。 ６ ９ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ８ ４ ７ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 垂 直 方 向 測 定 値
が ４ ４ ． ８ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ 、 水 平 方 向 測 定 値 が ４ ５ ． ５ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ で あ っ た 。 上 記 し た ６
１ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ７ ９ ９ Ｍ Ｈ ｚ の 水 平 方 向 測 定 値 の ４ ６ ． １ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ
は 、 Ｆ Ｃ Ｃ の 定 め る 限 度 値 の ４ ６ ． ０ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ を オ ー バ ー し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 の ア ー ス 構 造 に は 、 い く つ か の 問 題 点 が あ る 。 第 １ に 、 セ ッ ト 背 面 が シ ー ル ド 板 １
５ で あ れ ば 、 シ ー ル ド 板 １ ５ と チ ュ ー ナ ー を ビ ス で 共 締 め す る こ と で 、 チ ュ ー ナ ー の ア ー
ス は 、 基 板 と シ ー ル ド 板 １ ５ の 両 方 か ら と る こ と が で き る 。 な お 、 機 器 に よ っ て は 、 セ ッ
ト 背 面 が 合 成 樹 脂 製 の パ ネ ル の も の も あ り 、 こ の よ う な 場 合 に は ビ ス で 共 締 め し て も 、 チ
ュ ー ナ ー の 固 定 は で き て も 、 ア ー ス を と る こ と は で き な い 。 そ れ だ け ア ー ス が 弱 く な る （
図 １ ０ 参 照 ） 。 第 ２ に 、 足 と 局 部 発 振 回 路 と が 離 れ た 位 置 に あ る （ 図 ９ 参 照 。 ） 。 足 を 局
部 発 振 回 路 の 近 く に 移 動 さ せ る こ と は 構 造 上 不 可 能 で あ る し 、 局 部 発 振 回 路 を 基 板 に 近 づ
け る こ と も 不 要 輻 射 が 基 板 回 路 に 与 え る 影 響 を 考 慮 す る と や は り 不 可 能 で あ る 。 局 部 発 振
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回 路 か ら 発 せ ら れ た 電 波 は あ ら ゆ る 方 向 に 放 射 さ れ て ゆ く が 、 ア ー ス の 位 置 が 離 れ て い た
の で は 、 ア ー ス に よ る 不 要 輻 射 を 低 減 さ せ る 効 果 が 低 下 す る 。 第 ３ に 、 結 論 と し て 、 ア ー
ス が 弱 く 不 安 定 で あ る た め 、 チ ュ ー ナ ー か ら 局 部 発 振 電 波 が 漏 れ 出 し て し ま い 、 不 要 輻 射
を 十 分 に 低 減 さ せ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 ア ー ス を 強 化 し て 不 要 輻 射 を 大 幅 に 低 減 さ せ る こ と の で き る チ ュ ー ナ ー の ア
ー ス 構 造 を 備 え た テ レ ビ 受 信 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 本 発 明 の チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 を
備 え た テ レ ビ 受 信 装 置 は 、 発 振 回 路 を 内 蔵 し た チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 に お い て 、 チ ュ ー
ナ ー と 基 板 を 固 定 し チ ュ ー ナ ー の 基 板 に 面 し た 導 電 部 と 基 板 に 配 さ れ た 導 電 部 と を 直 接 ア
ー ス さ せ て な る 第 １ ア ー ス と 、 基 板 に 面 し て い な い チ ュ ー ナ ー の 導 電 部 と チ ュ ー ナ ー の 導
電 部 以 外 の 導 電 部 と を リ ー ド 線 を 介 し た 配 線 に よ っ て ア ー ス さ せ て な る 第 ２ ア ー ス と を 備
え 、 前 記 リ ー ド 線 の チ ュ ー ナ ー 側 を 発 振 回 路 の 近 傍 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 本 発 明 の チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 を 備 え た テ レ ビ 受 信 装 置 は 、 上
記 し た 第 ２ ア ー ス の チ ュ ー ナ ー 側 と リ ー ド 線 の 端 部 の 両 方 に 互 い に 着 脱 可 能 で あ る 導 電 性
接 続 端 子 を 有 し 、 該 接 続 端 子 を 用 い て チ ュ ー ナ ー と リ ー ド 線 と を 接 続 し た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 本 発 明 の チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 を 備 え た テ レ ビ 受 信 装 置 は 、 上
記 し た 第 ２ ア ー ス の リ ー ド 線 の 端 部 に コ 字 状 の 導 電 性 接 続 具 を 有 し 、 該 接 続 具 の 対 向 し た
内 側 の 面 で 導 電 性 を 有 し た チ ュ ー ナ ー パ ッ ク を 挟 止 し て チ ュ ー ナ ー と リ ー ド 線 と を 接 続 し
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 本 発 明 の チ ュ ー ナ ー の ア ー ス 構 造 を 備 え た テ レ ビ 受 信 装 置 は 、 上
記 し た 第 ２ ア ー ス の リ ー ド 線 の 端 部 に 導 電 性 ワ ッ シ ャ ー を 有 し 、 該 ワ ッ シ ャ ー を チ ュ ー ナ
ー の Ｒ Ｆ 端 子 に 通 し て ナ ッ ト で 固 定 し チ ュ ー ナ ー と リ ー ド 線 と を 接 続 し た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ー ス を 強 化 安 定 さ せ 、 発 振 電 波 の 漏 れ を 低 減 し 、 チ ュ ー ナ ー か ら 飛
び 出 す 不 要 輻 射 の 値 を 大 幅 に 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 チ ュ ー ナ ー 側 の 第 ２ ア ー ス の 端 を
不 要 輻 射 の 発 生 ポ イ ン ト で あ る 発 振 回 路 の 近 傍 に 設 け る こ と で 、 不 要 輻 射 を 低 減 さ せ る 効
果 を 高 め る こ と が で き る 。 第 ２ ア ー ス の チ ュ ー ナ ー と 反 対 側 の 端 は 、 リ ー ド 線 を 用 い て 基
板 以 外 の 導 電 部 と を つ な ぐ た め 、 チ ュ ー ナ ー か ら 離 れ た 近 接 し て い な い 遠 く の 場 所 に ア ー
ス を 取 る こ と が で き る 。 チ ュ ー ナ ー と 基 板 が 近 接 し た 第 １ ア ー ス と 、 チ ュ ー ナ ー と チ ュ ー
ナ ー の 導 電 部 以 外 の 導 電 部 を リ ー ド 線 で つ な い だ 第 ２ ア ー ス と に よ り 、 長 短 の ア ー ス を 併
用 す る こ と で 安 定 し た ア ー ス を 実 現 す る こ と が で き る 。 ル ー ト の 異 な る 第 １ ア ー ス と 第 ２
ア ー ス を ２ つ 併 設 す る こ と で 、 ア ー ス を 大 幅 に 強 化 す る こ と が で き る 。 従 来 の ア ー ス 構 造
を そ の ま ま 利 用 で き る の で 、 大 幅 な 設 計 の 変 更 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ２ 、 ３ 又 は ４ の 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ ア ー ス の リ ー ド 線 を チ ュ ー ナ ー に 簡 単 に 接 続
で き 、 ビ ス 止 め の 手 間 が 要 ら な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ 又 は ３ の 発 明 に よ れ ば 、 工 具 を 用 い ず に 手 で 第 ２ ア ー ス の リ ー ド 線 を チ ュ ー ナ
ー に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ 又 は ４ の 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の チ ュ ー ナ ー を そ の ま ま 利 用 し て 、 第 ２ ア ー ス の
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リ ー ド 線 を 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 チ ュ ー ナ ー の 内 蔵 さ れ た 発 振 回 路 に 近 い 位 置 に 第 ２ ア ー ス の
リ ー ド 線 を 接 続 す る こ と が で き 、 接 続 位 置 の 変 更 に も 簡 単 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る テ レ ビ 受 信 装 置 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 の 一 例 に つ い て 図 面 を
参 照 し な が ら 説 明 す る が 、 本 発 明 は 本 実 施 の 形 態 に の み 限 定 さ れ る べ き も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 中 ２ は 、 局 部 発 振 回 路 な ど の 発 振 回 路 １ が 内 蔵 さ れ た チ ュ ー ナ ー パ ッ ク １ ０ で 外 装 さ
れ た チ ュ ー ナ ー で あ る 。 図 示 し た チ ュ ー ナ ー ２ は 縦 型 で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 図
中 １ ２ は 、 ア ン テ ナ に 接 続 さ れ る Ｒ Ｆ 端 子 で あ る 。 図 中 １ ４ は 、 基 板 ４ 面 に チ ュ ー ナ ー ２
を 取 り 付 け る た め の 導 電 性 の 足 で あ る 。 図 中 ３ は 、 ア ー ス を あ ら わ し て い る 。 図 中 ５ は 、
チ ュ ー ナ ー ２ の 足 １ ４ と 基 板 ４ の 導 電 部 パ タ ー ン が 接 触 し て い る 第 １ ア ー ス で あ る 。 図 中
７ は 、 基 板 ４ に 面 し て い な い チ ュ ー ナ ー ２ の 導 電 部 と 、 チ ュ ー ナ ー ２ の 導 電 部 以 外 の 導 電
部 と を 、 リ ー ド 線 ６ を 介 し た 配 線 に よ っ て 接 続 さ せ た 第 ２ ア ー ス で あ る 。 な お 、 チ ュ ー ナ
ー ２ の 導 電 部 に 取 り 付 け た リ ー ド 線 ６ を 接 続 す る の は 基 板 ４ の 導 電 部 で あ っ て も 良 い も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ 、 図 ２ 中 ８ は 、 第 ２ ア ー ス ７ の リ ー ド 線 ６ と チ ュ ー ナ ー ２ を 接 続 す る た め の 導 電 性
の 接 続 端 子 で あ る 。 接 続 端 子 ８ は 、 チ ュ ー ナ ー 側 と リ ー ド 線 の 端 部 の 両 方 に 互 い に 着 脱 可
能 な 形 状 の 金 属 端 子 が 設 け ら れ る 。 チ ュ ー ナ ー ２ 側 の 接 続 端 子 ８ は 、 チ ュ ー ナ ー 形 状 を 変
更 し あ ら か じ め 発 振 回 路 １ の 近 く に 接 続 端 子 ８ の 一 方 を 形 成 し て お く こ と で 、 チ ュ ー ナ ー
２ 上 部 に リ ー ド 線 ６ の 付 い た も う 一 方 の 接 続 端 子 ８ を 接 続 可 能 に し て い る 。 接 続 端 子 ８ の
形 状 は 図 示 し た も の に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ 、 図 ４ 中 ９ は 、 第 ２ ア ー ス ７ の リ ー ド 線 ６ と チ ュ ー ナ ー ２ を 接 続 す る た め の 導 電 性
の 接 続 具 で あ る 。 接 続 具 ９ は 、 リ ー ド 線 の 付 い た コ 字 状 の 金 属 部 品 で あ る 。 接 続 具 ９ の 対
向 し た 内 側 の 面 で チ ュ ー ナ ー パ ッ ク １ ０ を ク リ ッ プ 状 に 挟 止 し て 、 チ ュ ー ナ ー ２ と リ ー ド
線 ６ と を 接 続 し て い る 。 接 続 具 ９ の 形 状 は 図 示 し た も の に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ 、 図 ６ 中 １ １ は 、 第 ２ ア ー ス ７ の リ ー ド 線 ６ が 付 い た 導 電 性 の ワ ッ シ ャ ー で あ る 。
金 属 製 の ワ ッ シ ャ ー １ １ を 、 チ ュ ー ナ ー の Ｒ Ｆ 端 子 に 通 し て 、 六 角 ナ ッ ト １ ３ で 締 め て 固
定 す る 。 チ ュ ー ナ ー ２ 前 面 、 ワ ッ シ ャ ー １ １ 、 セ ッ ト 背 面 の シ ー ル ド 板 １ ５ 、 ナ ッ ト １ ３
の 順 に 重 な り 、 ナ ッ ト １ ３ と チ ュ ー ナ ー ２ を 共 締 め す る 。 ナ ッ ト １ ３ の 形 状 を 六 角 に 限 定
す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の ア ー ス 構 造 を 実 施 し た テ レ ビ チ ュ ー ナ ー が 内 蔵 さ れ た テ レ ビ （ テ レ ビ
受 信 装 置 ） で あ る 。 第 ２ ア ー ス ７ の リ ー ド 線 ６ の 接 続 は 、 チ ュ ー ナ ー ２ 側 は 接 続 端 子 ８ で
接 続 さ れ 、 チ ュ ー ナ ー ２ の 反 対 側 は チ ュ ー ナ ー ２ か ら 離 れ た シ ャ ー シ の 上 板 に ビ ス 端 子 で
接 続 さ れ て い る 。 図 ８ は 、 テ レ ビ チ ュ ー ナ ー の 内 部 回 路 と 、 本 発 明 の ア ー ス 構 造 と の 関 係
を あ ら わ し て い る 。 第 １ ア ー ス ５ は 足 １ ４ か ら チ ュ ー ナ ー ２ と 近 接 し た 基 板 ４ へ と ア ー ス
さ れ 、 第 ２ ア ー ス ７ は チ ュ ー ナ ー ２ の 不 要 輻 射 の 発 生 ポ イ ン ト で あ る 局 部 発 振 回 路 な ど の
発 振 回 路 １ 近 傍 の 位 置 か ら リ ー ド 線 ６ の 配 線 を 介 し て チ ュ ー ナ ー か ら 離 れ た 導 電 部 へ と ア
ー ス さ れ て い る 。 こ う す る こ と で 、 ア ー ス を 安 定 化 さ せ 、 強 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ２ の 左 側 の デ ー タ は 前 記 し た 従 来 の ア ー ス 構 造 （ 通 常 ア ー ス 構 造 ） の 場 合 の 不 要 輻
射 の 数 値 で あ り 、 右 側 の デ ー タ は 図 ７ に お け る テ レ ビ の チ ュ ー ナ ー に 実 施 さ れ た 本 願 ア ー
ス 構 造 に お け る 不 要 輻 射 の 数 値 で あ る 。 ど ち ら も サ ン プ ル と し て 同 じ テ レ ビ 用 の チ ュ ー ナ
ー ２ を 使 用 し 、 オ ー プ ン サ イ ト に お い て 供 試 機 器 と 受 信 ア ン テ ナ を 所 定 の 距 離 に 配 置 し 、
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動 作 や ケ ー ブ ル の 配 置 な ど 供 試 機 器 の 状 態 で ア ン テ ナ の 高 さ や 角 度 を 調 節 し て 所 定 の 周 波
数 を ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で 測 定 し た 。 測 定 方 法 は 、 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 の と
こ ろ で 前 記 し た も の と 同 じ で あ る 。 チ ャ ン ネ ル は ８ つ で あ る 。 １ ４ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振
周 波 数 が ５ １ ７ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ ２ ． ６ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 垂 直 方 向
測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ２ ． ０ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ ０ ．
６ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 水 平 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ０ ． ７ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減
し た 。 ２ ０ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ５ ５ ３ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ ３
． ２ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 垂 直 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ３ ． ９ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低
減 し 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ ０ ． ７ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 水 平 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造
で は ３ ２ ． ５ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し た 。 ２ ８ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ６ ０ １ Ｍ Ｈ ｚ
の 場 合 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ３ ９ ． ４ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 垂 直 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構
造 で は ３ ４ ． ０ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ３ ９ ． ０ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た
水 平 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ３ ． ８ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し た 。 ３ ６ ｃ ｈ に お け
る 局 部 発 振 周 波 数 が ６ ４ ９ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ １ ． ６ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ
た 垂 直 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ０ ． ８ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し 、 通 常 ア ー ス 構 造
で は ４ ２ ． ９ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 水 平 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ４ ． ５ ｄ Ｂ μ Ｖ
／ ｍ に 低 減 し た 。 ４ ４ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ６ ９ ７ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 通 常 ア ー ス 構
造 で は ４ ２ ． ２ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 垂 直 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ４ ． ９ ｄ Ｂ μ
Ｖ ／ ｍ に 低 減 し 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ ４ ． ３ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 水 平 方 向 測 定 値 が 本 願
ア ー ス 構 造 で は ３ ８ ． ４ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し た 。 ５ ４ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ７
５ ７ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ ２ ． ４ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 垂 直 方 向 測 定 値 が 本
願 ア ー ス 構 造 で は ３ ８ ． １ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ ３ ． ３ ｄ Ｂ μ Ｖ
／ ｍ あ っ た 水 平 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ９ ． １ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し た 。 ６ １
ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ７ ９ ９ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ ５ ． ７ ｄ Ｂ μ
Ｖ ／ ｍ あ っ た 垂 直 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ８ ． ４ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し 、 通 常
ア ー ス 構 造 で は ４ ６ ． １ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 水 平 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ９ ．
６ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し た 。 ６ ９ ｃ ｈ に お け る 局 部 発 振 周 波 数 が ８ ４ ７ Ｍ Ｈ ｚ の 場 合 、 通
常 ア ー ス 構 造 で は ４ ４ ． ８ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 垂 直 方 向 測 定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ９
． ４ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し 、 通 常 ア ー ス 構 造 で は ４ ５ ． ５ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ あ っ た 水 平 方 向 測
定 値 が 本 願 ア ー ス 構 造 で は ３ ９ ． ７ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に 低 減 し た 。 す べ て の 値 が 本 願 ア ー ス 構
造 に よ り 不 要 輻 射 が 低 減 さ れ た こ と を 証 明 し て い る 。 上 記 し た ６ １ ｃ ｈ の 水 平 方 向 測 定 値
に お け る 、 通 常 ア ー ス 構 造 の 不 要 輻 射 は Ｆ Ｃ Ｃ の 定 め た 限 界 値 で あ る ４ ６ ． ０ ｄ Ｂ μ Ｖ ／
ｍ を 超 え る ４ ６ ． １ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ を 記 録 し た が 、 本 願 ア ー ス 構 造 に よ れ ば 限 界 値 以 下 の ３
９ ． ６ ｄ Ｂ μ Ｖ ／ ｍ に ま で 低 減 さ れ て い る 。 上 記 し た １ ４ ｃ ｈ の 垂 直 方 向 測 定 値 の 場 合 で
従 来 の 通 常 ア ー ス 構 造 と 本 願 ア ー ス 構 造 を 比 較 し て み る と 、 本 願 ア ー ス 構 造 に よ っ て 不 要
輻 射 が ２ ５ ％ も 低 減 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 接 続 端 子 で 接 続 し た 本 願 の テ レ ビ 受 信 装 置 の ア ー ス 構 造 の 一 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 接 続 端 子 の 接 続 部 分 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ３ 】 接 続 具 で 接 続 し た 本 願 の テ レ ビ 受 信 装 置 の ア ー ス 構 造 の 一 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ４ 】 接 続 具 の 接 続 部 分 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ５ 】 ワ ッ シ ャ ー で 接 続 し た 本 願 の テ レ ビ 受 信 装 置 の ア ー ス 構 造 の 一 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ６ 】 ワ ッ シ ャ ー の 接 続 部 分 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ７ 】 テ レ ビ の チ ュ ー ナ ー に 実 施 さ れ た 本 願 ア ー ス 構 造 の 一 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ８ 】 チ ュ ー ナ ー の 内 部 構 造 と 本 願 の テ レ ビ 受 信 装 置 の ア ー ス 構 造 の 一 例 を 示 す 説 明 図
。
【 図 ９ 】 発 振 回 路 の 電 波 が チ ュ ー ナ ー か ら 外 に 漏 れ る 状 態 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ０ 】 チ ュ ー ナ ー の 取 り 付 け 方 と 従 来 の ア ー ス 構 造 の 一 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ １ 】 Ｆ Ｃ Ｃ （ 米 連 邦 通 信 委 員 会 ） が 定 め た 不 要 輻 射 の 限 界 値 の 一 例 を 示 す 説 明 図 。
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【 図 １ ２ 】 従 来 の 通 常 ア ー ス 構 造 を し た チ ュ ー ナ ー と 本 願 ア ー ス 構 造 を 実 施 し た チ ュ ー ナ
ー の 不 要 輻 射 の 値 を 測 定 し た デ ー タ を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ３ 】 不 要 輻 射 を 測 定 し て い る 状 態 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 　 発 振 回 路
　 ２ 　 チ ュ ー ナ ー
　 ３ 　 ア ー ス
　 ４ 　 基 板
　 ５ 　 第 １ ア ー ス
　 ６ 　 リ ー ド 線
　 ７ 　 第 ２ ア ー ス
　 ８ 　 接 続 端 子
　 ９ 　 接 続 具
　 １ ０ 　 チ ュ ー ナ ー パ ッ ク
　 １ １ 　 ワ ッ シ ャ ー
　 １ ２ 　 Ｒ Ｆ 端 子
　 １ ３ 　 ナ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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